
プレスリリース  平成 30 年 1 月 29 日 
 

国営明石海峡公園神戸地区あいな里山公園は平成 28 年 5月 28 日に開園した新しい公

園です。「里地里山文化公園」をコンセプトに、藍那地域の里地里山景観を保全再生

し、都市近郊で誰もが気軽に里山を体験できる公園になっています。 

 
 
 
 

節分は元々、季節の変わり目（立春、立夏、立秋、立冬）の前日を指していましたが、江戸時代以降から

は冬から春へと変わる１年の始まりの日（立春）の前日を指すようになりました。季節の変わり目は邪気が

蔓延しやすく、対処しないと鬼によって病気や災害が起きてしまうと考えられていました。 

そこで、柊の枝にイワシの頭を着けて入り口に飾ったり、 

豆まきをして邪気払い・厄払いを行っていました。 

節分の豆まきで大豆を使うのは、豆を魔滅（まめ）と書 

いて魔を滅するためと言われています。 

 

あいな里山公園では、各古民家やトイレなどで節分飾り 

をしています。２月３日、４日の２日間は農村舞台で豆ま 

きができます。みんなで「鬼は外、福は内」と言いながら 

鬼かかしに豆を撒いて厄払いをしましょう。 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営明石海峡公園神戸地区 あいな里山公園     

担当：津田・久田   

TEL：078-591-8000   FAX：078-591-8001 

E-mail：aina@kobe-park.or.jp  URL：http://kobe-kaikyopark.jp/ 

 


